
○都市域等に高頻度 高分解能なＸバンドMPレ ダを導入し 局地的な大雨（いわゆるゲリラ

ＸＲＡＩＮ（ＸバンドＭＰレーダネットワーク）について 参考資料

○都市域等に高頻度、高分解能なＸバンドMPレーダを導入し、局地的な大雨（いわゆるゲリラ
豪雨）や集中豪雨の被害低減に向けた実況観測を強化。

○従来レーダ（Ｃバンドレーダ）に比べ、高頻度（５倍）、高分解能（１６倍）での観測が可能。ま
短縮た、これまで5～10分かかっていた配信に要する時間を1～2分に短縮。

【既存レーダ（Ｃバンドレーダ）】

（最小観測面積：１ｋｍメッシュ、配信周期:5分

【ＸバンドＭＰレーダ】

（最小観測面積：250ｍメッシュ、配信周期:1分（最小観測面積：１ｋｍメッシュ、配信周期:5分
観測から配信に要する時間 5～10分）

（最小観測面積：250ｍメッシュ、配信周期:1分
観測から配信に要する時間 1～2分）
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※Ｃバンドレーダ（定量観測半径120km）は広域的な降雨観測に適するのに対し、ＸバンドMPレーダ（定量観測
半径60km）は 観測可能エリアは小さいものの局地的な大雨についても詳細かつリアルタイムでの観測が可能。 1



ＸバンドＭＰレーダの特徴

１ 高分解能（Ｘバンドの特性）１．高分解能（Ｘバンドの特性）

・ Ｘバンドレーダは、Ｃバンドレーダに比べ波長
が短く、高分解能な観測が可能。が短く、高分解能な観測が可能。
（Xバンド：８～１２GHz、Cバンド：４～８GHｚ）

ＸバンドＭＰレーダ全景
（能美サイト）

レーダアンテナ（埼玉サイト）

２．高いリアルタイム性（ＭＰレーダの特性）

・ 2種類の偏波（水平・垂直）を送信すること

（能美サイト）

垂直偏波

種類の偏波（水平 垂直）を送信する
で、雨粒の形状等を把握し、雨滴の扁平度
等から雨量を推定。

・ 地上雨量計による補正なく 高精度な雨

水平偏波

２種類の波を送信

・ 地上雨量計による補正なく、高精度な雨
量観測データをほぼリアルタイムで配信す
ることが可能。

３．風観測が可能（ドップラー機能）
雨粒形状の変化を把握

・ ドップラー機能により、雨滴の移動速度を
計測することで風の観測も可能。
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複数基による観測のメリット

ダ 非常に強 降 域 後方に 波が減衰 消散○ＸバンドＭＰレーダは、非常に強い降雨域の後方において、電波が減衰・消散してし
まい観測不能となる場合があるが、複数基で観測することにより、この観測不能域
を補うことが可能。

関東地域 ダ みによる観測 関東地域と静岡地域 ダを組み合わせた観測

関東地域（平成２３年８月１９日の降雨）における観測事例

関東地域のレーダのみによる観測 関東地域と静岡地域のレーダを組み合わせた観測

強い ●
新横浜

●
新横浜

強い
降雨域

● ●

観測不能
●
香貫山

隣接する静岡地域の
レーダで観測が可能

レ ダ局● レ ダ局●
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新横浜局からの観測では強い降雨域の後方が観測不能 複数基で観測することにより、観測不能領域が解消

レーダ局● レーダ局●



ＸＲＡＩＮの整備状況（平成25年度一般配信予定含む）

一般配信中

【凡 例】

今回一般配信開始
一関

一迫

京 瀬

涌谷

岩沼

北広島

※円は半径60kmの
定量観測範囲を示す

京ヶ瀬

中ノ口

水橋
能美

平成25年度
一般配信開始予定

岩沼

伊達

田村

氏家 定量観測範囲を示す。

関東

新横浜
安城

静

富士宮

香貫山風師山

尾西

熊山 六甲

鷲峰山

田口

氏家

八斗島

船橋

静岡北香貫山風師山
鈴鹿

熊山

常山

牛尾山

野貝原菅岳 葛城

六甲
古月山

九千部

桜島

4


